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要約： 地球温暖化に関わる実験教材としては二酸化炭素の温室効果に関するものがいくつか考案

されているが、温暖化による海水面の上昇を定量的に扱った実験教材は報告例が少ない。今回、食

塩水の熱膨張を簡易装置により測定しその基礎データを基に海水面の上昇を見積もるという教材を

考案した。水深2000 mまでの海水が今後100年間で0.16 ℃上昇するという前提に立って計算した

ところ、非常に単純なモデルながら結果はIPCCの報告に近似する値となった。総合的な学習の時間

を活用して全5クラスにおいてこの教材を実践したところ、実験に関しては安定した結果が得られ、

質問紙調査結果から生徒の興味・関心の高さも確認された。 
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要約： エネルギー環境教育の目的を達成するためには、エネルギー・環境問題に関する認識を深めるだけ

では不十分であり、行動に向かう社会的態度を意識的、実践的に養う必要がある。そこで、こうした社会的

態度を育成するためのモデルを構築し、このモデルの有効性を授業実践で検証した。社会的態度は、それを

構成する要素（成分）である認知的成分と感情的成分の両者の深まりの中で育成されるとともに、具体的な

行動となるためには、行動的成分も必要であるという構造モデルに基づいた三つの実践を行い、このモデル

が子どもの社会的態度の育成に有効であることを明らかにした。 
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A Study of Teaching Materials Related to Industries in Science Textbooks and Their Relation to Energy and 
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要約： 鉄鋼業は、エネルギー多消費型の産業であり、省エネルギー対策に取り組んできた。また、

製鉄工程において生じるガス、煤塵、粉塵等々が大気汚染の原因であった。鉄鋼業のように、エネ

ルギー環境問題とかかわりの深い産業を対象とする教科書研究は一般的に、どのような教材を取り

上げるべきなのかという議論に焦点化されやすく、これまでどのように教材が記述されてきたのか、

教材史的研究が本格化していない。本研究は、高等学校化学教科書の鉄鋼業に関する教材に着目し、

記述内容の変遷を、社会における省エネルギー・大気汚染問題と関連づけて論じるものである。 

教科書分析の結果から、以下の５点が明らかになった。（１）製鋼工程においてエネルギー効率

の低い「平炉」教材の登場は、1979 年発行教科書が最後であった。（２）大気汚染防止の主要装置

の１つである「集塵器（ガス清浄装置）」は、1980年発行教科書以降登場していなかった。（３）大

気汚染問題を記述した教科書は、1970 年代発行のものが多数を占めていた。一部の 2010 年代発行

教科書は、鉄鋼業に関する教材を二酸化炭素の排出と地球温暖化現象に関連づけていた。（４）鉄

リサイクルの主要技術に進展している製鋼工程の「電気炉法」の登場は、1978年発行教科書が最後

であった。（５）鋼材製造工程の「(連続)圧延」は、発行年代に関わらず一部の教科書で記述され

続けてきた。 
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要約： 身の回りの電磁環境に対する意識を高めることを目的に、授業の中で生徒が製作して実際

に電波の存在を確認できる電波発信機と受信器のキットを開発し、中学3年生を対象として授業実

践を行った。授業実践では、はじめに中学校理科で学んだ電気や磁気、光といった電波につながる

内容を実験や観察を通して復習した後、電波やそれらが飛び交う電磁環境に目をむけさせるために、

測定器を使った電波・電磁界測定、および電波吸収体等を使った電波実験を行った。さらに、EMC

（電磁的両立性）に関する施設見学を通して，不要電磁波対策技術を学習することで電磁環境に関

する興味・関心を高めた。最後に、電磁環境に関する課題学習にグループで取り組み、まとめた内

容の報告会を行った。本実践についてアンケート調査を行った結果、実験等を通して実際に体験す

ることで電磁波や電磁環境に対する興味・関心が高まり、電磁波の性質や身の回りの電磁環境の理

解につながることが明らかとなった。さらに、電磁波の健康影響など電磁環境が普段の生活に及ぼ

す影響に対する関心が高いことも分かった。 
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